
放射線科専門医研修カリキュラム 

【研修目的】  

放射線科専門医として修得すべき放射線生物学、医学物理学、放射線防護・安全管理、 

IT（医療の質）を研修する。  

 

【研修目標】 

１）放射線防護の理念と目標について正しく理解する。 

２）放射線診療において医療の質と安全を確保する知識と対応方法を理解する。 

３）画像診断学について、日常臨床における画像診断の実際を理解し実践する。 

４）放射線診療において、IT（情報通信技術）を正しく理解し、活用し医療の質を確保できるようにす

る。 

５）病院などの医療機関において、PACSなどの機器の選定ができ、維持管理等ができる。 

６）インターベンショナル・ラジオロジーの基本手技を習得し、治療手段として適応、手技内容、治療

成績、合併症に関する知識に加えて、患者、術者における放射線防護については、専門医としてふさわ

しい深い知識を獲得することを目標とする。 

 

【到達目標の詳細】 

 放射線防護・安全管理 

放射線の健康への影響、放射線防護の枠組み、事故と緊急事態、リスクマネージメント、画像検査、IVR

に関する小項目（ガイドライン2011年版参照）の内容が説明できる。 

 

 IT（医療の質） 

Filmless診療に必要な機器と操作方法の説明および放射線診療に必要なIT技術の基本部分を理解し、個

人情報保護の重要性を理解する。 

 

 画像診断学 

１）医の倫理を理解し行動できる。 

２）画像診断と関連する解剖を説明できる。 

３）画像診断に必要な放射線物理や安全管理を説明できる。 

４）画像診断の各モダリティの原理・特徴を説明できる。 

５）頻度の高い疾患の画像診断ができる。 

  



 

 インターベンショナル・ラジオロジー（IVR） 

１）動脈造影における穿刺、基本的なカテーテル操作、手技終了後の圧迫止血を一人で安全に行える。 

２）頻度の高いインターベンショナル・ラジオロジーについて参加しその意義と手技について説明でき

る。 

３）インターベンショナル・ラジオロジーに関わるモダリティについてその選択や特徴を説明できる。 

４）放射線防護について理解し医療被ばく低減について患者や医療従事者に説明できる。 

 

【指導体制】 

研修教育責任者：三村秀文、指導医：道下宣成、松井裕輔、宗田由子の各医師が指導に当たる。実際に

は各種画像の読影、IVR手技を担当し、外来（読影室含む）、病棟で上記の関連医が研修指導に当たる。

研修の進捗状況の把握のために、定期的な研修教育責任者との面接を行う。  

 

【研修内容】 

１）単純X線写真，CT，MRI，消化管透視などの読影診断。読影トレーニングはオンラインレポーティン

グシステムを使って，指導医のダブルチェック体制で行う。 

２）各種画像診断に必要な造影剤の適応の判断や選択を行う。 

３）各種IVR手技を指導医の指導のもとに経験する。 

４）放射線防護・安全管理、IT（医療の質）に関しては指導医が講義を行う。 

５）消化器カンファレンス、ＨＣＣカンファレンス、気管支鏡カンファレンスなど院内のカンファレン

スに参加する。 

６）学会及び県内の他の医療機関が開催する研究会などに積極的に参加する。 

７）研究活動を行うことを推奨している。国際的視野に立った研究指導のもと，国際学会に参加して成

果を発表し，海外研究者との交流や共同研究を行うこともできる。 

 

【研修評価方法】 

放射線科専門医研修ガイドライン2011年版をもとに、研修教育責任者による評価を行う。３年次終了時

に放射線科専門医受験申請可能な状態であることが、研修終了の条件となる。 

 


